
鏡
野
町
に
は
、
国
指
定
の
文
化
財
が
２

件
あ
り
ま
す
。一
つ
は
奥
津
渓（
名
勝
）で
、

も
う
一
つ
は
今
回
お
話
す
る
富
西
谷
の
旧

森
江
家
住
宅
（
建
造
物
）
で
す
。

現
在
旧
森
江
家
住
宅
は
富
振
興
セ
ン

タ
ー
南
側
に
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
は
現

在
の
場
所
か
ら
約
４
㎞
南
西
に
あ
る
大
地

区
に
あ
っ
た
農
家
で
、
県
内
で
も
年
代
の

古
い
建
物
と
し
て
文
化
庁
か
ら
調
査
官
が

来
村
し
、
綿
密
な
調
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、

森
江
家
が
文
化
財
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ

き
建
物
で
あ
る
と
さ
れ
、
昭
和
四
十
四
年

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
当
時
は
老
朽
化
が
激
し
く
、
空
き

家
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
貴
重
な
文
化

財
を
末
永
く
保
存
し
た
い
と
い
う
関
係
者

の
要
望
の
も
と
に
所
有
者
か
ら
村
へ
建
物

が
寄
贈
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
、
文
化
庁

の
指
導
の
下
で
現
在
の
位
置
に
移
築
さ
れ

ま
し
た
。

建
物
は
入
母
屋
造
り
で
桁
行
七
間
、
梁

間
三
間
、
内
部
は
土
間
と
囲
炉
裏
を
囲
ん

だ
居
間
兼
作
業
場
の
板
場
、
そ
の
奥
に
奥

の
間
と
寝
室
（
納
戸
）
が
あ
る
「
三
間
取

り
広
間
型
」
の
構
造
で
、
柱
は
す
べ
て
栗

材
の
手
斧
仕
上
げ
で
す
。

屋
根
は
茅
葺
き
で
、
寒
さ
を
防
ぐ
た
め

か
入
口
側
以
外
の
三
方
は
窓
の
な
い
壁
で

囲
ま
れ
た
閉
鎖
性
の
強
い
建
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。
土
間
に
は
牛
や
馬
を
飼
う
た
め

の
「
ま
や
」
が

設
け
ら
れ
、
寒

冷
地
の
中
で
牛

馬
が
凍
え
な
い

よ
う
、
大
切
に

さ
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え

ま
す
。

森
江
家
の
由

緒
や
建
築
年
代

に
つ
い
て
は
明

確
な
資
料
は
残

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
建
築
の
質
や
家
に

伝
わ
る
古
文
書
等
か
ら
中
規
模
の
農
家
で

あ
っ
た
よ
う
で
、
建
築
年
代
は
江
戸
時
代

中
期
、
十
七
世
紀
末
頃
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
幾
度
か
増
築
や
改
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
移
築
工
事
の
際
に
建

築
当
初
に
近
い
形
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

旧
森
江
家
が
指
定
さ
れ
た
昭
和
四
〇
年

代
は
、
町
の
北
部
に
は
こ
の
よ
う
な
民
家

は
多
く
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の

人
々
に
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
貴
重
な
存
在

で
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。ま
た
、国
指
定
の
建
造
物
と
い
え
ば
、

神
社
や
お
寺
、
城
郭
な
ど
豪
華
な
装
飾
で

覆
わ
れ
た
大
き
な
建
物
ば
か
り
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
森
江
家
は

こ
れ
ら
と
は
違
っ
た
、
江
戸
時
代
の
庶
民

生
活
を
研
究
す
る
上
で
の
重
要
な
価
値
を

見
出
さ
れ
、
国
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
た

の
で
す
。

富
地
域
で
は
、
こ
の
貴
重
な
文
化
財
を

継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
毎
年
富
小
学
校

６
年
生
を
対
象
に
旧
森
江
家
活
用
事
業
を

実
施
し
、
昔
の
遊
び
や
生
活
の
体
験
を
行

い
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
食
事
を
し
な
が
ら
、

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
の

話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

組
が
郷
土
愛
を
育
み
、
文
化
財
保
護
意
識

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

旧
森
江
家
住
宅
は
見
学
可
能
で
す
。
見

学
の
際
は
富
振
興
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
富

公
民
館
へ
連
絡
し
て
下
さ
い（
見
学
無
料
）。

〒
708－0421 岡

山
県
苫
田
郡
鏡
野
町
井
坂
495 鏡

野
町
情
報
広
報
課
 TEL0868－52－2212

【
鏡
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】 http

://w
w
w
.to
w
n.kagam

ino
.lg.jp
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毎
月
１
日
発
行

広
報
か
が
み
の

旧森江家住宅

旧森江家活用事業のようす（11月９日）

国
指
定
文
化
財
の
民
家

│ 

旧
森
江
家
住
宅 

│

も
り 

え

『
森
江
家
移
築
修
理
工
事
報
告
書
』、

『
鏡
野
町
の
文
化
財
』

参
考
資
料
：

お
問
い
合
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

日
下

　

電
話（
０
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６
８
）５
４-

７
７
３
３

シ
リ
ー
ズ  

第
19
回

小
瀬
甫
庵
の
ご
子
孫
来
町

　

10
月
18
日（
火
）、
安
土
桃
山
時
代
〜
江
戸
時
代
初
期

の
学
者
で
『
太
閤
記
』
の
著
者
、
小
瀬
甫
庵
の
ご
子
孫

が
来
町
し
ま
し
た
。
小
瀬
甫
庵
は
以
前
に
も
紹
介
し
ま

し
た
が
、
寺
和
田
の
日
上
山
城
主
、
小
瀬
秀
正
と
同
一

人
物
と
い
う
説
が
あ
り
、
甫
庵
が
生
涯
を
終
え
た
金
沢

市
に
在
住
す
る
丹
羽
よ
し
子
さ
ん
と
、
兄
で
東
京
在
住

の
蚊
野
徳
太
郎
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
ご
夫
婦
で
小
瀬
甫
庵

の
顕
彰
碑
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

丹
羽
さ
ん
と
蚊
野
さ
ん
は
、
甫
庵
の
長
子
・
坂
井
就

庵
の
家
系
で
、
甫
庵
か
ら
数
え
て
十
三
代
目
に
当
た
り

ま
す
。
お
二
人
と
も
鏡
野
町
に
顕
彰
碑
が
あ
る
こ
と
を

最
近
知
り
、
金
沢
に
も
な
い
立
派
な
碑
が
あ
る
こ
と
に

感
激
し
て
い
ま
し
た
。

け
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